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は
じ
め
に

万
葉
集
中
、
巻
十
一
・
二
六
三
八
番
歌
、

梓
弓

末
之
腹
野
尓

鷹
田
為

君
之
弓
食
之

将
絶
跡
念
甕
屋

あ
づ
さ
ゆ
み

す
ゑ
の
は
ら
の
に

と
が
り
す
る

き
み
が
ゆ
づ
る
の

た
え

む
と
お
も
へ
や

に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
に
明
ら
か
な
説
明
の
施
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
幾
つ
か

あ
る
。
例
え
ば
、
第
二
句
「
末
之
腹
野
」
の
「
末
」
を
、
地
名
と
見
た
時
、
そ

れ
は
ど
こ
な
の
か
。「
腹
野
」
は
固
有
名
詞
な
の
か
普
通
名
詞
な
の
か
、
そ
れ
と

も
他
に
解
釈
す
る
方
法
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
第
三
句
「
鷹
田
」
は
ト
ガ
リ

（
鳥
狩
＝
鷹
狩
）
と
訓
ま
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
何
故
、
第
四
句
・
結
句
に
、
タ

カ
ガ
リ
で
は
使
い
も
し
な
い
弓
や
ユ
ヅ
ル
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
、
等
々

で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
鷹
田
」「
弓
食
」
の
訓
み
に
つ
い
て
も
明
確
な
説
明
を
見

な
い
。
以
下
に
、
私
見
を
述
べ
つ
つ
一
首
の
解
釈
を
試
み
て
み
よ
う
。

な
お
、
万
葉
集
か
ら
の
引
用
お
よ
び
検
索
な
ど
は
『
萬
葉
集（
塙
書
房
・C

D
-

R
O
M

版
）』
を
主
に
用
い
た
。

一
、
諸
本
の
確
認

先
ず
、『
校
本
万
葉
集（
岩
波
書
店
）』（
下
同
）
を
用
い
て
、
諸
本
に
お
け
る

本
文
と
訓
み
の
異
同
を
見
て
お
こ
う
。
本
文
に
関
し
て
は
、

（１）

第
二
句
「
末
之
腹
野
」
の
「
之
」
に
つ
い
て
、

（
一
）
之
。
文
、
ナ
シ
。

（２）

第
三
句
「
鷹
田
為
」
の
「
田
」
に
つ
い
て
、

（
二
）
田
。
類
、「
佃
」。

（３）

結
句
「
念
甕
屋
」
の
「
甕
」
に
つ
い
て
、

（
三
）
甕
。

、「

」。
頭
書
「
甕
　
イ
」
ア
リ
。

、「

」。

そ
し
て
、
訓
み
に
関
し
て
は
、

（４）

第
四
句
「
き
み
が
ゆ
づ
る
の
」
に
つ
い
て
、

（
い
）
キ
ミ
カ
ユ
ツ
ル
ノ
。
類
、「
カ
」
ナ
シ
。
右
ニ
墨
「
か
」
ア
リ
。

文

温

万
葉
集
「
末
之
腹
野
尓
鷹
田
為
」
考

│
巻
十
一
・
二
六
三
八
番
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
│

神
　
道
　
宗
　
紀
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（５）

結
句
「
た
え
む
と
お
も
へ
や
」
に
つ
い
て
、

（
ろ
）
タ
エ
ム
ト
オ
モ
ヘ
ヤ
。
類
、
「
た
え
む
と
お
も
へ
は
」
。
墨
ニ
テ

「
は
」
ヲ
消
セ
リ
。
ソ
ノ
右
ニ
墨
「
や
」
ア
リ
。
細
、
矢
、「
タ
ヱ
ム

ト
オ
モ
ヘ
ヤ
」。
西
、「
タ
ヘ
ム
ト
オ
モ
ヘ
ヤ
」。
温
、「
タ
ヘ
ム
ト
ヲ

モ
ヘ
ヤ
」。
神
、「
タ
エ
ン
ト
オ
モ
ヘ
ヤ
」。

と
、
諸
本
に
於
け
る
異
同
を
確
認
で
き
る
。

（１）
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
本
の
書
写
段
階
に
お
け
る
脱
落
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
そ
し
て
、
（２）
に
関
し
て
は
、
類
聚
古
集
が
「
佃
」
と
す
る
も
の
の
、
万
葉

集
中
の
山
上
憶
良
「
沈
痾
自
哀
文
」（
⑤
八
九
七
）
に
は
「
山
野
に
佃
食
す
る
者
」

と
い
う
句
が
あ
っ
て
、
文
脈
上
、「
山
野
で
狩
を
し
て
得
た
物
を
食
べ
る
者
」
の

意
味
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
田
」（
田
が
狩
の
意
で
あ
る
こ
と
後
述
）
と

「
佃
」
は
同
意
の
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
類
聚
古
集
は
「
田
」
と
同
じ
意
の

文
字
と
し
て
「
佃
」
を
用
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
（３）
に
つ
い
て
は
、
温
故
堂

本
・
金
沢
文
庫
本
と
も
に
「
甕
」
の
異
体
字
と
い
う
意
図
で
記
し
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
に
関
し
て
は
大
き
な
問
題
は
な
い
と
言
え
よ

う
。
訓
み
に
お
い
て
も
、
仮
名
遣
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
問
題
は
な
い
と
見
て
よ

い
。す

な
わ
ち
、
一
首
の
本
文
と
訓
み
は
、『
校
本
万
葉
集
』
の
底
本
で
あ
る
寛
永

版
本
の
と
お
り
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
記
し
た

ご
と
く
で
あ
る
。

続
い
て
、
各
句
ご
と
に
諸
注
釈
書
の
説
を
紹
介
し
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

二
、「
末
之
腹
野
」
に
つ
い
て

「
末
之
腹
野（
ス
ヱ
ノ
ハ
ラ
ノ
）」
に
つ
い
て
、
諸
注
釈
書
の
意
見
を
各
々
要
約

し
て
示
す
と
、
次
の
ご
と
く
に
な
る
。

①
『
万
葉
拾
穂
抄（
北
村
季
吟
・
新
典
社
）』
下
同
…
…
末
腹
野
は
参
河
也
。

②
『
万
葉
代
匠
記（
契
沖
全
集
本
・
岩
波
書
店
）』
下
同
…
…
（
精
撰
本
）
今

按
、
弓
ノ
末
ヲ
腹
ト
云
故
ニ
梓
弓
腹
野
ト
ツ
ヽ
ク
ヘ
キ
ヲ
、
文
字
ノ

足
ラ
ネ
ハ
末
之
腹
野
ト
ハ
云
ヘ
ル
歟
。
此
野
何
レ
ノ
国
ニ
ア
リ
ト
云

事
ヲ
知
ラ
ス
。

③
『
万
葉
童
蒙
抄（
荷
田
全
集
本
・
名
著
普
及
会
）』
下
同
…
…
末
の
腹
野
は

地
名
な
る
べ
し
。

④
『
万
葉
集
略
解（
橘
千
蔭
・
日
本
古
典
全
集
本
）』
下
同
…
…
大
和
添
上
郡

陶
の
原
野
な
る
べ
し
。

⑤
『
万
葉
集
私
注（
土
屋
文
明
・
筑
摩
書
房
）』
下
同
…
…
ス
ヱ
は
陶
器
製
造

地
に
呼
ば
れ
る
の
で
、
諸
国
に
多
い
。
ハ
ラ
ヌ
は
地
名
か
原
野
の
意

か
で
あ
ら
う
。
或
は
ト
ガ
リ
の
縁
で
、
実
地
の
顧
慮
な
ど
な
く
、
ア

ヅ
サ
ユ
ミ
・
ス
ヱ
ノ
ハ
ラ
ヌ
と
、
歌
つ
て
し
ま
つ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

⑥
『
万
葉
集
全
講（
武
田
祐
吉
・
明
治
書
院
）』
下
同
…
…
ス
ヱ
は
、
大
和
・

和
泉
・
山
城
・
近
江
等
に
そ
の
地
名
が
あ
り
、
ど
こ
か
不
明
。
ハ
ラ

野
も
地
名
か
、
原
野
か
不
明
。

⑦
『
古
典
大
系
本（
岩
波
書
店
）』
下
同
…
…
ス
ヱ
と
い
う
所
の
原
の
意
と
も
、

ス
ヱ
の
地
内
の
ハ
ラ
と
い
う
所
の
意
と
も
い
う
。
所
在
未
詳
。
ス
ヱ
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ま
で
を
序
詞
、
ハ
ラ
ノ
を
地
名
と
す
る
説
も
あ
る
。

⑧
『
万
葉
集
注
釈（
澤
瀉
久
孝
・
中
央
公
論
）』
下
同
…
…
大
和
国
添
上
郡
陶
、

和
泉
国
茅
渟
県
陶
邑
、
山
城
国
宇
治
郡
山
科
陶
野
、
遠
江
国
佐
野
郡

幡
羅
、
近
江
国
蒲
生
郡
周
恵
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
「
い
づ
れ
と
も
定

め
か
ね
る
」。

⑨
『
古
典
文
学
全
集
本（
小
学
館
）』
下
同
…
…
所
在
未
詳
。
ス
ヱ
を
地
名
と

す
る
説
、
末
ノ
ま
で
を
序
、
腹
野
を
地
名
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。

⑩
『
新
潮
古
典
集
成
本
』
…
…
所
在
未
詳
。「
末
」
は
和
泉
（
大
阪
府
南
部
）

の
陶
邑
か
。

⑪
『
万
葉
集
全
訳
注（
中
西
進
・
講
談
社
）』
下
同
…
…
各
地
に
陶
野
な
る
地

が
あ
る
。

⑫
『
万
葉
集
全
注
本（
稲
岡
耕
二
・
有
斐
閣
）』
下
同
…
…
「
末
」
は
地
名
。

近
江
国
蒲
生
郡
の
周
恵
（
正
倉
院
文
書
）
と
も
、
山
城
国
宇
治
郡
の

陶
な
ど
と
も
言
わ
れ
る
が
不
明
。「
は
ら
野
」
は
固
有
名
詞
か
普
通
名

詞
か
も
決
し
難
い
。
が
、
と
く
に
「
腹
野
」
と
記
し
た
の
は
、
普
通

名
詞
で
な
く
固
有
名
詞
だ
か
ら
か
。

⑬
『
新
編
古
典
文
学
全
集
本（
小
学
館
）』
下
同
…
…
所
在
未
詳
の
地
名
か
。

ス
ヱ
を
地
名
、
腹
野
を
原
野
の
当
字
と
す
る
説
、
末
ノ
ま
で
を
序
、

腹
野
を
地
名
と
解
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。

⑭
『
万
葉
集
釈
注（
伊
藤
博
・
集
英
社
）』
下
同
…
…
「
末
」
は
所
在
未
詳
。

古
義
が
一
案
と
し
て
言
う
、
崇
神
紀
に
見
る
茅
渟
県
の
和
泉
（
大
阪

府
南
部
）
の
陶
邑
か
。「
は
ら
野
」
は
地
名
か
原
野
の
意
か
不
明
。

⑮
『
新
古
典
大
系
本（
岩
波
書
店
）』
下
同
…
…
「
末
の
原
野
」
は
地
名
か
。

右
、
①
〜
⑮
の
諸
注
釈
書
の
各
意
見
を
ま
と
め
る
と
、
お
お
よ
そ
、「
末
（
ス
ヱ
）」

を
地
名
と
考
え
、「
腹
野（
ハ
ラ
ノ
）」
を
普
通
名
詞
あ
る
い
は
固
有
名
詞
の
扱
い

に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
末（
ス
ヱ
）」
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
⑧
の
『
万
葉
集
注
釈
』
が
「
い
づ
れ
と

も
定
め
か
ね
る
」
と
し
つ
つ
も
、
諸
注
釈
書
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、

大
和
国
添
上
郡
陶
・
和
泉
国
茅
渟
県
陶
邑
・
山
城
国
宇
治
郡
山
科
陶
野
・

遠
江
国
佐
野
郡
幡
羅
・
近
江
国
蒲
生
郡
周
恵

の
各
地
で
あ
る
。
ま
た
、
①
の
『
万
葉
拾
穂
抄
』
は
三
河
国
だ
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
万
葉
集
中
の
長
歌
に
「

乃
所
作

乎（
陶
人
の
作
れ
る
瓶
を
）」

（
⑯
三
八
八
六
）
と
い
う
句
が
あ
っ
て
、
傍
線
部
「
陶
人
」
は
、
歌
の
内
容
か
ら

判
断
し
て
（
１
）

、
日
本
書
紀
崇
神
天
皇
七
年
八
月
七
日
条
に
、

天
下
に
布
告
ら
し
て
大
田
田
根
子
を
求
ぎ
た
ま
ふ
に
、
即
ち
茅
渟
県
の
陶

邑
に
大
田
田
根
子
を
得
て
貢
る
。

（『
新
編
古
典
文
学
全
集
本
』
―
１
・
二
七
三
頁
―
）

と
記
す
、「
茅
渟
県（
チ
ヌ
ノ
ア
ガ
タ
）の
陶
邑（
ス
ヱ
ム
ラ
）」
で
陶
器
造
り
に
携

わ
っ
て
い
た
人
々
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
陶
邑
で
製
造
さ
れ
た
陶
器
の

製
品
な
ど
は
、
新
撰
字
鏡
に
「
須
恵

己
志
支
」（
⑪
一
三
オ
・
『
臨
川
書
店
本

（
増
訂
版
）』）
と
あ
る
ご
と
く
「
須
恵
」
と
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
末
之
腹
野
」

の
「
末
」
も
、
万
葉
集
中
に
「
梓
弓
須
恵
布
理
於
許
之（
梓
弓
末
振
り
起
こ
し
）」

（
⑲
四
一
六
四
）
と
あ
る
よ
う
に
「
須
恵
」
と
表
記
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、「
陶
」

陶
人
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と
「
末
」
は
同
じ
も
の
を
表
す
語
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。

続
い
て
、
当
該
二
六
三
八
番
歌
の
結
句
「
将
絶
跡
念
甕
屋（
絶
え
む
と
思
へ
や
）」

の
「
甕
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。「
甕
」
は
瓶
（
ヘ
・
カ
メ
）
の
こ
と
で
、

こ
こ
で
は
「
思
へ
」（
四
段
・
已
然
形
）
の
「
へ
」
の
表
記
に
当
て
ら
れ
た
借
訓

仮
名
で
あ
る
。
当
時
、
四
段
動
詞
の
已
然
形
は
乙
類
、
命
令
形
は
甲
類
の
仮
名

を
用
い
た
の
で
、「
甕（
へ
）」
は
乙
類
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
万
葉
集
中
に
「
思
へ
」
の
「
へ
」
を
仮
名
表
記
に
し
て
い
る
例
を

挙
げ
る
と
、
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
思
へ
り（
④
六
一
三
）」「
思
へ

れ
ば（
⑮
三
六
二
四
）」
な
ど
十
一
例
（
２
）

の「
思
へ
」
は
命
令
形
で
、
活
用
語
尾
に
は

甲
類
の
仮
名
を
用
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
除
い
た
。

表
中
、
（９）
（11）
は
四
段
動
詞
已
然
形
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
用
語
尾
が

甲
類
仮
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
等
は
巻
十
四
の
東
歌
に
属
し
て
い
る
。
東

歌
に
お
い
て
は
、/i/→

/ï/
/e/ →←

/ë/

・/o/ →←
/ö/

の
甲
類
と
乙
類
の
母
音
に
変

化
や
交
替
が
見
ら
れ
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
に
違
例
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
（
３
）

。
さ
て
、
巻
十
四
以
外
の
例
を
見
る
と
、
み
な
法
則
ど
お
り

に
な
っ
て
い
て
、「
思
へ
」
の
「
へ
」、
つ
ま
り
ハ
行
四
段
動
詞
已
然
形
の
活
用

語
尾
に
当
て
ら
れ
た
乙
類
仮
名
は
、「
戸
」「
閇
」「
倍
」「
甕
」「
経
」
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

こ
の
五
例
中
「
戸
・
閇
・
倍
・
経
」
の
四
例
は
、
万
葉
集
中
に
頻
出
す
る
文

字
で
あ
る
。
し
か
し
、「
甕
」
の
一
例
は
、
二
六
三
八
番
歌
だ
け
に
用
い
ら
れ
る
。

で
は
何
故
、
同
じ
乙
類
の
頻
出
仮
名
「
倍
」
等
を
用
い
て
「
将
絶
跡
念
倍
屋

（
絶
え
む
と
思
へ
や
）」
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
も
「
甕
」
を
敢
え

、

（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）（８）（９）（10）（11）（12）（13）（14）（15）（16）（17）（18）（19）（20）（21）（22）（23）（24）（25）（26）（27）（28）

逢
は
む
と
思
へ
や

思
へ
ど
も

思
へ
ど
も

絶
え
む
と
思
へ
や

絶
え
む
と
思
へ
や

思
へ
か
も

継
が
む
と
思
へ
や

心
は
思
へ
ど

ひ
た
へ
と
思
へ
ば

児
ろ
を
し
思
へ
ば

あ
ど
思
へ
か

忘
れ
て
思
へ
や

あ
ど
思
へ
か

い
か
に
思
へ
か

我
は
思
へ
ど

我
を
思
へ
か

我
を
思
へ
か

思
へ
こ
そ

死
ぬ
べ
き
思
へ
ば

そ
こ
思
へ
ば

忘
れ
て
思
へ
や

忘
れ
て
思
へ
や

思
へ
こ
そ

行
か
む
と
思
へ
ど

ひ
と
り
し
思
へ
ば

見
む
と
思
へ
ば

解
く
ら
く
思
へ
ば

思
へ
ど
も

将
會
跡
母
戸
八

意
母
閇
騰
母

於
母
倍
杼
母

将
絶
跡
念
甕
屋

将
絶
跡
念
倍
也

念
戸
鴨
乙
類

都
我
牟
等
母
倍
也

己
許
呂
波
毛
倍
杼

比
多
敝
登
於
毛
敝
婆

兒
呂
乎
之
毛
倍
婆

安
杼
毛
敝
可

和
須
礼
弖
於
毛
倍
也

安
杼
毛
倍
香

伊
可
尓
於
毛
倍
可

和
礼
波
於
毛
倍
杼

我
矣
思
経
蚊

我
矣
思
経
蚊

於
母
倍
許
曽

思
奴
倍
吉
於
母
倍
婆

則
許
母
倍
婆

和
須
礼
弖
於
毛
倍
也

和
須
礼

於
毛

也

於
毛
倍
許
曽

由
可
牟
等
於
毛
倍
騰

比
登
里
志
於
母
倍
婆

見
牟
登
於
毛
倍
婆

登
久
良
久
毛
倍
婆

於
毛
倍
杼
母

倍

氏 

乙
類
　
①
三
一

乙
類
　
⑤
八
〇
五

乙
類
　
⑤
八
九
三

乙
類
　
⑪
二
六
三
八

乙
類
　
⑫
三
〇
一
三

乙
類
　
⑬
三
二
五
〇

乙
類
　
⑭
三
三
六
〇
或
本

乙
類
　
⑭
三
三
六
七

甲
類
　
⑭
三
四
三
五

乙
類
　
⑭
三
五
〇
四

甲
類
　
⑭
三
五
七
二

乙
類
　
⑮
三
六
〇
四

乙
類
　
⑮
三
六
三
九

乙
類
　
⑮
三
六
四
七

乙
類
　
⑮
三
六
七
九

乙
類
　
⑯
三
七
九
一
ア

乙
類
　
⑯
三
七
九
一
イ

乙
類
　
⑰
三
九
三
三

乙
類
　
⑰
三
九
六
三

乙
類
　
⑰
四
〇
〇
六

乙
類
　
⑰
四
〇
二
〇

乙
類
　
⑱
四
〇
四
八

乙
類
　
⑱
四
〇
八
八

乙
類
　
⑱
四
一
三
一

乙
類
　
⑲
四
二
九
二

乙
類
　
⑳
四
三
〇
〇

乙
類
　
⑳
四
四
二
七

乙
類
　
⑳
四
四
四
五

表：ハ行四段已然形の活用語尾に使用される仮名



万葉集「末之腹野尓鷹田為」考

一九

て
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
も
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
こ
と

を
示
唆
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
当
該
歌
の
背
景
と
し

て
、
こ
の
地
が
「
甕（
ヘ
・
カ
メ
）」
を
造
る
所
、
そ
れ
も
須
恵
器
（
陶
器
）
を

大
々
的
に
製
造
す
る
場
所
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
は
、
古
今
集
時
代
以
降
の
よ
う
な
洗
練
さ
れ
た
形
で
は
な
い
に

せ
よ
、「
梓
弓
」「
末
」
の
縁
語
的
表
現
、
お
よ
び
「
末
＝
陶
」
と
い
う
連
想
、

そ
し
て
「
陶
」「
甕
」
の
縁
語
的
表
現
を
意
識
し
て
の
用
字
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
末（
ス
ヱ
）」
は
、
⑤
の
『
万
葉
集
私
注
』
も
言
っ
て
い
た
よ

う
に
「
陶
器
製
造
地
に
呼
ば
れ
る
」
と
理
解
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
諸
国
に
陶
器
生
産
地
は
多
い
も
の
の
、
我
国
最
古
で
最
大
の
生
産
地

と
し
て
有
名
な
の
は
陶
邑

す
え
む
ら

窯
址

か
ま
あ
と

群ぐ
ん

で
あ
る
。
こ
の
窯
址
群
は
『
岩
波
日
本
史
辞

典
』
に
よ
れ
ば
（
項
目
「
陶
邑
窯
跡
群
」）、

大
阪
府
堺
市
・
大
阪
狭
山
市
・
和
泉
市
な
ど
に
ま
た
が
る
阪
南
丘
陵
に
あ

る
一
千
基
以
上
の
須
恵
器
の
窯
跡
群
。
五
世
紀
前
半
、
朝
鮮
半
島
南
部
か

ら
の
工
人
の
渡
来
で
操
業
が
始
ま
り
、
古
墳
時
代
を
通
じ
て
最
大
の
生
産

地
と
し
て
発
展
。
製
品
を
九
州
か
ら
東
北
ま
で
供
給
し
た
。
七
世
紀
以
降

は
衰
退
す
る
が
、
十
世
紀
ま
で
生
産
を
継
続
。
こ
こ
で
の
須
恵
器
編
年
が

全
国
的
な
編
年
の
基
準
と
な
っ
た
。
陶
邑
は
日
本
書
紀
崇
神
紀
の
〈
茅
渟

県
陶
邑
〉
か
ら
採
用
し
た
も
の
。

と
説
明
さ
れ
る
。
堺
市
の
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
大
阪
狭
山
市
の
境
に
は
、
陶と

う

器き

山や
ま

と
称
さ
れ
る
山
を
中
心
に
し
た
泉
北
丘
陵
（「
図：

大
阪
南
部
（
４
）

」
中
の
Ｓ
）

が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
丘
陵
か
ら
西
側
は
旧
和
泉
国
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

位
置
す
る
堺
市
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
辺
り
に
は
、
陶
邑
窯
址
群
の
調
査
の
折
に

便
宜
上
施
さ
れ
た
地
区
、
富
蔵
地
区
・
高
蔵
寺
地
区
・
栂
地
区
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
和
泉
市
の
光
明
池
辺
り
か
ら
北
に
、
伏
屋
・
上
代
・
草
部
へ
と
続
く
丘

陵
（「
図：

大
阪
南
部
」
中
の
Ｋ
）
の
西
側
に
は
光
明
池
地
区
・
谷
山
池
地
区
・

大
野
池
地
区
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
丘
陵
の
麓
に
は
、
窖あ

な

窯が
ま

を
用
い
て
須

恵
器
（
陶
器
）
の
製
造
に
携
わ
っ
た
工
人
た
ち
の
集
落
、
い
わ
ゆ
る
陶
邑
が
数

多
く
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
方
で
造
ら
れ
た
種
々
の
須
恵
器
は
、

難
波
宮
跡
や
平
城
京
跡
な
ど
か
ら
も
発
掘
さ
れ
て
い
る
（
５
）

。

右
の
こ
と
か
ら
も
、
万
葉
集
中
に
「
斎
瓮
」「
甕
」「
陶
人
」
な
ど
の
語
を
見

る
と
、
都
の
ご
く
近
く
に
あ
っ
た
、
最
古
で
最
大
の
須
恵
器
生
産
地
で
あ
る
旧

和
泉
国
の
陶
邑
を
、
先
ず
考
え
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
（
６
）

。

こ
こ
で
は
、「
末
之
腹
野（
ス
ヱ
ノ
ハ
ラ
ノ
）」
の
「
末
」
は
「
陶
」
と
同
じ
で
、

そ
の
「
陶
」
は
、
窖
窯
に
よ
る
陶
器
（
須
恵
器
）
製
造
を
大
々
的
に
営
ん
で
い

た
人
々
が
群
居
し
て
い
た
辺
り
を
言
う
。
す
な
わ
ち
、「
末
」
は
和
泉
地
方
の
陶

邑
を
指
す
と
考
え
た
い
。

続
い
て
、「
末
之
腹
野
」
の
「
腹
野
」
で
あ
る
。
多
く
の
注
釈
書
は
、
言
明
を

避
け
つ
つ
も
ハ
ラ
ノ
を
普
通
名
詞
と
見
て
「
原
野
」
に
置
き
換
え
て
い
る
。
し

か
し
、
⑫
の
『
万
葉
集
全
注
本
』
は
、
普
通
名
詞
・
固
有
名
詞
い
ず
れ
か
決
し

難
い
と
言
い
つ
つ
も
、「
と
く
に
『
腹
野
』
と
記
し
た
の
は
固
有
名
詞
だ
か
ら
か
」

と
し
て
、
固
有
名
詞
説
に
少
し
傾
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
古
事
記
や
万
葉
集
中
に
は
「
弓
腹（
ユ
バ
ラ
）」
と
い
う
語
が
あ
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二〇

る
。

い
つ
の
竹
鞆
を
取
り
佩
ば
し
て
、
弓
腹
を
振
り
立
て
て
、

（
古
事
記
『
新
潮
古
典
集
成
本（
西
宮
）』
下
同
―
四
五
頁
―
）

梓
弓
弓
腹
振
り
起
こ
し
し
の
ぎ
羽
を
二
つ
手
挾
み
放
ち
け
む
人
し
悔
し
も

（
万
葉
集
・
⑬
三
三
〇
二
）

引
用
文
中
の
「
弓
腹
を
振
り
立
つ
」「
弓
腹
振
り
起
こ
す
」
は
、
共
に
、
矢
を
射

る
た
め
に
勢
い
よ
く
弓
を
振
り
上
げ
る
動
作
を
い
う
。
そ
し
て
「
弓
腹
」
は
、

弦
を
張
っ
た
状
態
の
弓
で
説
明
す
れ
ば
、
末
弭

う
ら
は
ず

の
下
方
の
鳥
打

と
り
う
ち

と
称
さ
れ
る
、

な
だ
ら
か
に
湾
曲
し
た
部
分
の
内
側
（
弦
側
）
を
い
う
（
７
）

。

ま
た
、
古
事
記
に
は
「
船
腹（
フ
ナ
バ
ラ
）」
の
語
も
見
え
る
。

今
よ
り
後
、
天
皇
の
命
の
ま
に
ま
に
、
御
馬
甘
と
し
て
、
年
ご
と
に
船
双

め
て
、

乾
さ
ず
、
柁

を
乾
さ
ず
、

（『
新
潮
古
典
集
成
本
』
―
一
七
七
頁
―
）

こ
の
部
分
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典（
第
二
版
・
小
学
館
）』（
下
同
）
に
「
船
体

の
中
央
付
近
の
舷
側
部
」
と
言
う
ご
と
く
、
船
の
側
面
の
緩
や
か
に
湾
曲
し
て

い
る
部
分
を
指
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
常
陸
国
風
土
記
に
「
谿
腹
」
と
い
う
語
が
あ
り
、『
新
編
古
典
文

学
全
集
本
』
で
は
タ
ニ
ノ
ハ
ラ
と
訓
ま
れ
て
い
る
。

山
の
阿
海
の
曲
り
、
参
差
ひ
委
蛇
ふ
。
峰
の
頭
に
雲
を
浮
か
べ
、
谿
の
腹

に
霧
を
擁
く
。
物
の
色
怜
く
、
郷
体
甚
愛
し
。

（
三
七
三
頁
）

「
腹
」
は
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に
「
壷
な
ど
の
器
の
中
央
の
ふ
く
れ

た
と
こ
ろ
」
と
説
か
れ
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
は
「
も
の
の
側
面
の
中
ほ
ど

船
腹

図：大阪南部（『中学校社会科地図（初訂版）』〈帝国書院〉を用いた）
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の
部
分
」
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
両
者
と
も
に
、
祝
詞
を
引
用
し
て
い
る
。

初
穂
を
ば
、
千
穎
八
百
穎
に
奉
り
置
き
て
、

（
ミ
カ
）
の
上
高
知

り
、

満
て
双
べ
て
、
汁
に
も
穎
に
も
称
辞
竟
へ
ま
つ
ら
む
。

（
前
者
「
祈
年
祭
」『
古
典
大
系
本
』
―
三
八
七
頁
―
）

御
酒
は
、

の
上
高
知
り
、

満
て
双
べ
て
、
汁
に
も
穎
に
も
、

（
後
者
「
道
饗
祭
」『
古
典
大
系
本
』
―
四
三
三
頁
―
）

右
例
文
中
の
ミ
カ
は
、
水
や
酒
ま
た
穀
類
な
ど
を
入
れ
る
大
き
な
瓶
の
こ
と
で

あ
る
。
す
る
と
、「
谿
腹
」
は
谷
の
側
面
が
、
大
き
な
瓶
の
内
側
の
よ
う
に
、
な

だ
ら
か
に
へ
こ
ん
で
い
る
部
分
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
等
「
弓
腹
」「
船
腹
」「
谿
腹
」
の
例
に
み
る
ご
と
く
、
ま
た

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
説
く
ご
と
く
、「
腹
」

と
称
さ
れ
る
所
は
、

も
の
の
側
面
（
場
合
に
よ
っ
て
は
表
面
）
が
、
な
だ
ら
か
に
湾
曲
し
て
い

る
部
分
を
い
う
。

と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

前
述
の
、
泉
北
丘
陵
の
西
側
、
和
泉
の
丘
陵
と
の
間
は
、
低
い
尾
根
を
幾
つ

か
挟
み
、
緩
や
か
に
湾
曲
し
た
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
丘
陵
と
尾
根
、
ま
た
各

尾
根
の
谷
間
に
は
靄
の
立
ち
込
め
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
常
陸
国
風
土
記
で
言
う

「
谿
の
腹
に
霧
を
擁
く
」
と
い
う
様
を
彷
彿
さ
せ
る
。
そ
し
て
和
泉
の
丘
陵
の
西

側
も
、
な
だ
ら
か
な
湾
曲
を
伴
っ
た
傾
斜
地
を
経
て
大
阪
湾
（
茅
渟
海
）
へ
と

至
る
。
二
つ
の
丘
陵
地
辺
り
で
は
、
須
恵
器
製
造
に
携
わ
っ
た
工
人
た
ち
の
集

落
が
形
成
さ
れ
た
が
、
こ
の
和
泉
地
方
の
、
陶
邑
が
置
か
れ
た
緩
や
か
に
傾
斜

　
の
腹 

　
の
腹 

し
た
野
原
を
、
特
に
「
腹
野
」
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
枕
詞
「
梓
弓
」
に

よ
っ
て
弓
に
縁
の
あ
る
「
末
」
を
導
き
、
さ
ら
に
縁
の
あ
る
「
腹
」
を
持
っ
て

き
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
修
辞
上
の
「
腹
」
と
、
地
形
上
の
「
腹
」
が
上
手
く
合

致
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』（
項
目

「
原
」
―
【
考
】
の
部
―
）
は
、

腹
も
も
と
は
同
語
で
あ
ろ
う
。（
略
）
第
二
例
は
原
に
腹
を
か
け
て
い
る
。

と
言
い
、
解
説
文
中
第
二
例
に
、
古
事
記
の
歌
、

み
も
ろ
の

そ
の
高
城
な
る

大
韋
古
が
原

大
猪
子
が

腹
に
あ
る

き
も
む

か
ふ

心
を
だ
に
か

相
思
は
ず
あ
ら
む

（
六
〇
番
歌
）

（『
新
潮
古
典
集
成
本
』
―
二
一
一
頁
―
）

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
「
腹
野
＝
原
野
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
低
く
連
な
る
山
地
か
ら
緩
や
か
に
湾
曲
し
て
平

地
に
至
る
所
の
野
原
を
言
う
、
と
考
え
て
お
き
た
い
。

三
、「
鷹
田
」
に
つ
い
て

先
ず
、「
鷹
田（
ト
カ
リ
）」
に
関
し
て
、
諸
注
釈
書
の
説
く
と
こ
ろ
を
各
々
要

約
し
て
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
『
万
葉
拾
穂
抄
』
…
…
と
か
り
ハ
射
立
狩
也
。

②
『
万
葉
代
匠
記
』
…
…
（
初
稿
本
）
と
か
り
は
と
り
狩
な
り
。
鷹
を
と
り

と
い
へ
り
。
こ
ゝ
に
鷹
田
と
か
け
る
そ
の
心
な
り
。

③
『
万
葉
童
蒙
抄
』
…
…
と
が
り
と
云
に
鷹
田
と
書
け
る
は
、
鳥
の
猟
に
は
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凡
て
鷹
を
使
ふ
故
、
字
を
以
て
義
を
助
た
る
か
。

④
『
万
葉
集
私
注
』
…
…
「
田
」
は
狩
猟
の
意
で
あ
る
。
鷹
狩
を
ト
ガ
リ
と

言
ふ
。

⑤
『
古
典
大
系
本
』
…
…
田
は
田
猟
、
狩
。
名
義
抄
、
田
カ
リ
。

⑥
『
万
葉
集
注
釈
』
…
…
「
田
」
は
狩
猟
の
意
。「
鳥
猟（
ト
ガ
リ
）」
は
鷹
猟
。

⑦
『
古
典
文
学
全
集
本
』
…
…
ト
ガ
リ
は
鷹
狩
。「
田
」
は
狩
り
を
す
る
意
。

⑧
『
万
葉
集
全
注
本
』
…
…
「
鷹
田
」
の
田
は
猟
の
意
。
文
選
に
「
秋
田
二

乎

青
丘
一

」（
子
虚
賦
）
と
も
「
越
海
而
田
」
と
も
あ
る
。

⑨
『
新
編
古
典
文
学
全
集
本
』
…
…
鳥
狩
は
鷹
狩
。

⑩
『
万
葉
集
釈
注
』
…
…
原
文
「
田
」
は
狩
猟
の
意
。
巻
五
に
「
佃
食
」
と

あ
る
、「
佃
」
と
同
じ
。

⑪
『
新
古
典
大
系
本
』
…
…
ト
ガ
リ
は
鷹
狩
。
原
文
「
鷹
田
」
が
そ
の
意
味

を
示
し
て
い
る
。

諸
注
釈
書
の
多
く
は
、「
田
」
を
狩
の
意
と
し
て
「
鷹
田
」
を
ト
ガ
リ
と
訓
ん

で
い
る
が
、「
田
」
を
狩
の
意
と
す
る
こ
と
の
説
明
が
明
確
で
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
先
ず
訓
み
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
⑤
の
『
古
典
大
系
本
』
も
、

名
義
抄
に
「
田
」
を
カ
リ
と
訓
む
旨
を
紹
介
し
て
は
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
名

義
抄
（『
観
智
院
本（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
本
）』
下
同
）
で
調
べ
て
み
る
と
、

そ
の
訓
み
の
一
つ
と
ア
ク
セ
ン
ト
を
、

田
　
（
略
）
カ
リ
〔
平
上
〕（
略
）

（
仏
中
・
五
四
ウ
）

の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。「
鷹
」
の
文
字
が
あ
っ
て
カ
リ
と
く
れ
ば
、
想
像
さ
れ

る
の
は
鷹
狩
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
「
狩
」
の
ア
ク
セ
ン

ト
を
見
る
と
、

狩
　
亠
獣
　
カ
リ
〔
平
上
〕（
略
）

（
仏
下
本
・
六
六
オ
）

と
確
認
で
き
る
。
両
者
と
も
に
、
第
一
音
節
は
平
声
で
第
二
音
節
は
上
声
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
同
じ
な
の
で
、「
鷹
田
」
の
「
田
」

は
、
こ
こ
で
は
狩
の
意
味
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
つ
ま
り
、「
鷹
田
」
は
鷹
狩
の

こ
と
で
、
鳥
を
使
っ
た
狩
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ト
ガ
リ
の
訓
み
が
施
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
万
葉
集
中
に
も
、
当
該
二
六
三
八
番
歌
の
「
鷹
田
」
以
外
に
、「
鳥

（
ト
ガ
リ
）」（
⑦
一
二
八
九
）
・
「
登
我
里（
ト
ガ
リ
）」（
⑭
三
四
三
八
）
・

「
等
我
理（
ト
ガ
リ
）」（
⑰
四
〇
一
一
）
・
「
鷹

（
ト
ガ
リ
）」（
⑲
四
二
四
九
）

な
ど
の
語
で
四
例
見
え
て
い
る
。

続
い
て
、
ト
ガ
リ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
④
の
『
万
葉
集
私
注
』
や
⑥
の

『
万
葉
集
注
釈
』
な
ど
、
多
く
が
鷹
狩
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、『
時
代
別
国
語

大
辞
典
上
代
編
』
も
次
の
ご
と
く
説
明
し
て
い
る
（
項
目
「
鳥
猟
」）。

鷹
を
放
っ
て
鳥
を
捕
え
る
こ
と
。
鷹
狩
。
ト
は
鳥
。

こ
の
よ
う
に
、
ト
ガ
リ
は
弓
矢
を
使
っ
た
狩
で
は
な
く
、
鷹
を
用
い
た
狩
の
こ

と
を
言
う
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
①
の
『
万
葉
拾
穂
抄
』
は
「
と
か
り

ハ
射
立
狩
也
」
と
説
く
。
弓
矢
で
鳥
を
射
る
狩
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

②
の
『
万
葉
代
匠
記
』
も
、
右
引
用
部
分
と
は
違
う
箇
所
だ
が
、
当
該
歌
の
解

釈
に
お
い
て
「
鷹
狩
に
も
、
若
は
弓
に
て
も
射
る
へ
け
れ
は（
初
稿
本
）」
と
言

う
。
ま
た
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
も
（
項
目
「
鳥
狩
」）、

射
落
し
た
り
、
鷹
狩
に
よ
っ
て
、
鳥
を
捕
え
る
こ
と
。

の
ご
と
く
説
か
れ
て
い
る
。
ト
ガ
リ
に
は
、
弓
矢
で
鳥
を
狩
る
場
合
と
、
鷹
狩
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の
場
合
が
あ
る
と
言
う
の
だ
。

で
は
、
右
の
万
葉
集
中
四
例
の
ト
ガ
リ
は
、
一
体
ど
ち
ら
な
の
か
。
時
代
の

差
も
あ
ろ
う
が
、
一
応
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
言
う
鷹
狩
の
説
明
を
参
考
に

し
つ
つ
考
え
て
み
よ
う
（
項
目
「
鷹
狩
（
８
）

」）。

（１）

鷹
の
足
に
は
鈴
と
足
緒
を
付
け
る
。

（２）

鷹
匠
は
鷹
を
腕
に
と
ま
ら
せ
て
馬
に
乗
る
。

（３）

鷹
を
呼
び
戻
す
笛
を
吹
く
者
を
左
右
に
従
え
る
。

（４）

勢
子
を
伴
い
犬
を
連
れ
て
出
猟
す
る
。

（５）

犬
に
草
む
ら
の
中
の
鳥
を
追
わ
せ
、
飛
び
立
っ
た
と
こ
ろ
で
鷹
を
放
つ
。

始
め
に
、
巻
七
・
一
二
八
九
の
「
鳥

（
ト
ガ
リ
）」
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う

に
詠
ま
れ
て
い
る
。

垣
越
し
に

犬
呼
び
越
し
て

鳥
狩
す
る
君

青
山
の

葉
繁
き
山
辺
に

馬
休

め
君

犬
を
連
れ
て
狩
に
出
掛
け
る
若
々
し
い
男
性
に
、
私
の
所
で
休
憩
を
と
願
い
誘

っ
て
い
る
女
性
の
歌
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
歌
に
は
、
（２）
の
馬
と
（４）
の
犬
が
詠

み
込
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
代
に
鷹
狩
を
行
っ
た
の
は
、
天
皇
や

貴
族
ま
た
豪
族
そ
し
て
そ
の
子
弟
な
ど
、
特
権
階
級
に
あ
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
江
戸
時
代
に
至
っ
て
後
も
な
お
続
い
た
。

次
に
、
巻
十
四
・
三
四
三
八
の
「
登
我
里（
ト
ガ
リ
）」
で
あ
る
。

都
武
賀
野
に

鈴
が
音
聞
こ
ゆ

か
む
し
だ
の

殿
の
仲
郎
し

鳥
狩
す
ら
し

も

第
四
句
「
殿
の
仲
郎（
ナ
カ
チ
）」
は
主
君
の
次
男
の
意
味
で
、
こ
れ
も
鷹
狩
を

す
る
に
相
応
し
い
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
（１）
の
鷹
の
足
に
結

び
付
け
た
鈴
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
巻
十
七
・
四
〇
一
一
の
「
等
我
理（
ト
ガ
リ
）」
は
長
歌
の
中
に
出

て
く
る
。

と
の
曇
り
雨
の
降
る
日
を

鳥
狩
す
と
名
の
み
を
告
り
て

三
島
野
を
そ
が

ひ
に
見
つ
つ

二
上
の
山
飛
び
越
え
て

同
一
長
歌
中
、
こ
の
部
分
の
前
に
「
矢
形
尾
の
我
が
大
黒
に〔
大
黒
と
い
ふ
は
蒼

鷹
の
名
な
り
〕」
と
か
「
白
塗
の
鈴
取
り
付
け
て
」
と
あ
り
、
（１）
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
。
ま
た
、
長
歌
の
後
ろ
に
は
短
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
て
、

矢
形
尾
の

鷹
を
手
に
据
ゑ

三
島
野
に

狩
ら
ぬ
日
ま
ね
く

月
そ
経
に
け

る

こ
の
長
歌
中
の
ト
ガ
リ
が
、
鷹
狩
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
巻
十
九
・
四
二
四
九
の
「
鷹

（
ト
ガ
リ
）」
に
つ
い
て
見
よ
う
。

石
瀬
野
に

秋
萩
し
の
ぎ

馬
並
め
て

初
鳥
狩
だ
に

せ
ず
や
別
れ
む

鷹
狩
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
行
わ
れ
、
秋
に
行
う
の
を
小
鷹
狩
、
冬
に
行
う
の

を
大
鷹
狩
と
言
っ
た
。
第
四
句
に
「
初
鳥
狩
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
年
に
初
め

て
催
さ
れ
た
鷹
狩
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
（２）
の
条
件
で
あ
っ
た
馬
が

詠
ま
れ
て
い
る
が
、「
初
鳥
狩
」
と
い
う
語
か
ら
、
秋
の
小
鷹
狩
を
詠
ん
だ
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

以
上
、
万
葉
集
中
の
ト
ガ
リ
の
歌
四
首
は
、
み
な
弓
矢
を
用
い
な
い
狩
、
つ

ま
り
鷹
狩
と
見
て
よ
さ
そ
う
だ
。
さ
て
、
当
該
の
巻
十
一
・
二
六
三
八
番
歌
の

「
鷹
田（
ト
ガ
リ
）」
は
ど
う
か
と
見
る
と
、
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梓
弓

末
の
腹
野
に

鳥
狩
す
る

君
が
弓
弦
の

絶
え
む
と
思
へ
や

の
よ
う
に
、
右
に
設
け
た
条
件
（１）
〜
（５）
の
ど
れ
に
も
当
た
る
も
の
が
な
い
。
む

し
ろ
、「
弓
弦
の
絶
え
む
云
々
」
と
詠
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
弓
矢
で
鳥
を
狙
っ
た

狩
と
い
っ
た
感
さ
え
す
る
。
だ
が
、「
弓
弦
の
絶
え
む
云
々
」
に
つ
い
て
は
後
に

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
第
三
句
ト
ガ
リ
の
表
記
は
「
鷹
田
」
な
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
は
、
巻
十
九
・
四
二
四
九
の
「

」
と
同
じ
く
「
鷹
」
の
文
字
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
用
字
か
ら
見
て
も
、
当
該
歌
の
ト
ガ
リ
は
、
や
は
り
鷹

狩
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
万
葉
集
以
外
の
和
歌
に
詠
ま
れ
た
ト
ガ
リ
を
見
て
み
よ
う
。
す
る

と
、
平
安
後
期
の
歌
人
源
俊
頼
の
家
集
で
あ
る
散
木
奇
歌
集
に
、
次
の
ご
と
く

詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

と
が
り
す
る

さ
つ
を
の
ゆ
づ
る

う
ち
た
え
て

あ
た
ら
ぬ
こ
ひ
に

や
ま

ふ
比
か
な

（
一
〇
七
〇
番
歌
・
『
新
編
国
歌
大
観
本
』）

こ
の
歌
は
、
初
句
か
ら
第
三
句
ま
で
が
第
四
句
「
あ
た
ら
ぬ
」
を
導
く
序
詞
に

な
っ
て
い
て
、
矢
が
当
た
ら
な
い
意
で
導
か
れ
た
「
あ
た
ら
ぬ
」
は
、
思
い
が

相
手
に
届
か
な
い
、
と
い
う
意
味
の
掛
詞
と
な
っ
て
次
に
続
い
て
い
る
。
そ
し

て
、
ト
ガ
リ
を
す
る
猟
師
の
弓
の
弦
が
切
れ
た
の
で
矢
は
鳥
に
当
た
ら
な
い
、

と
詠
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
鷹
狩
を
意
味
す
る
ト
ガ
リ
（
９
）以

外
に
も
、
弓
矢
で
鳥

を
狩
る
ト
ガ
リ
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
、
弓
矢
で
鳥
を
狙
う
狩
は
、
各
々
の
時
代
に
何
と
称
さ
れ
た
か

は
別
に
し
て
、
ま
た
歌
に
詠
ま
れ
な
か
っ
た
と
は
し
て
も
、
現
実
と
し
て
は
、

弓
矢
が
使
用
さ
れ
出
し
た
時
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
に
も

鷹

行
わ
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
当
然
行
わ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
江
戸
時
代
の
注
釈
書
で
あ
る
『
万
葉
拾
穂
抄
』
や
『
万
葉
代

匠
記
』
が
、
当
該
歌
の
ト
ガ
リ
を
「
弓
弦
の
絶
え
む
」
と
あ
る
が
故
に
、
弓
矢

で
鳥
を
射
る
狩
、
と
考
え
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
万
葉
集
中
で
「
狩
」
の
代
り
に
「
田
」
を
用
い
た
の
は
、
こ
の
二
六

三
八
番
歌
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
一
節
で
述
べ
た
と
お
り
「
田
」
と
同
意

で
用
い
ら
れ
た
「
佃
」
が
、
山
上
憶
良
「
沈
痾
自
哀
文
」（
⑤
八
九
七
）
中
に

「
山
野
に
佃
食
す
る
者
」
の
ご
と
く
見
え
、
こ
れ
を
数
え
れ
ば
二
例
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
狩
猟
に
関
す
る
カ
リ
は
万
葉
集
中
に
頻
出
す
る
が
、
何
故
こ
こ
に
だ

け
「
田
」
の
文
字
を
用
い
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
何
か
理
由
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
鷹
狩
の
時
に
対
象
に
な
る
鳥
獣
に
関
し
て
目
を
や
る
と
、

辞
典
な
ど
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

捕
え
る
も
の
は
雉
・
山
鳥
や
雁
・
鴨
・
鶴
な
ど
田
の
鳥
、
山
の
鳥
お
よ
び

兎
な
ど
の
小
動
物
で
あ
る
。

（『
角
川
古
語
大
辞
典
』〈
項
目
「
鷹
狩
」〉）

田
の
物
＝
鷹
狩
り
な
ど
で
用
い
る
語
で
、
雁
、
鴨
、
鶴
、
鵠
な
ど
の
水
禽

類
を
い
う
。

（『
日
本
国
語
大
辞
典
』〈
項
目
「
田
」〉）

和
泉
地
方
の
陶
邑
は
、
須
恵
器
の
製
造
に
従
事
し
て
い
た
集
落
な
の
で
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
生
活
や
製
造
の
た
め
の
水
を
豊
富
に
湛
え
た
川

が
近
く
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
堺
市
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
辺
り
に

は
、
和
田
川
・
前
田
川
・
妙
見
川
な
ど
の
川
を
集
め
て
大
阪
湾
に
注
ぐ
石
津
川

が
流
れ
て
い
る
。
和
泉
市
の
辺
り
に
も
、
槇
尾
川
・
牛
滝
川
・
松
尾
川
な
ど
の

川
を
集
め
た
大
津
川
が
流
れ
て
い
る
。
幾
筋
も
の
川
の
ほ
と
り
に
は
、
多
く
の
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水
鳥
類
が
棲
息
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
等
の
水
鳥
類
を
「
田
の

鳥
」
と
か
「
田
の
物
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
敢
え
て
「
鷹
田
」
と
表
記
し
た
理
由
は
、
当
該
歌
の
ト
ガ
リ
の
背
景

に
、
川
辺
で
棲
息
す
る
水
鳥
を
獲
物
と
し
て
鷹
狩
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
故
に
「
田
」
の
文

字
を
用
い
た
の
だ
、
と
考
え
て
お
き
た
い
。

四
、「
君
之
弓
食
」
に
つ
い
て

第
四
句
の
「
君
之
弓
食（
キ
ミ
ガ
ユ
ヅ
ル
ノ
）」
に
つ
い
て
、
諸
注
釈
書
の
意

見
を
各
々
要
約
し
て
示
す
と
、
次
の
ご
と
く
に
な
る
。

①
『
万
葉
拾
穂
抄
』
…
…
「
梓
弓
」
か
ら
「
君
か
弓
弦
」
ま
で
は
「
絶
ん
」

の
序
。

②
『
万
葉
代
匠
記
』
…
…
（
精
撰
本
）
弓
食
ハ
此
カ
キ
ヤ
ウ
イ
マ
タ
詳
ナ
ラ

ス
。

③
『
万
葉
童
蒙
抄
』
…
…
弓
食
の
食
の
字
を
、
つ
る
と
読
む
義
如
何
と
も
不
レ

通
。
古
く
は
何
と
ぞ
叶
ふ
義
あ
り
し
か
、
又
字
義
に
も
其
理
あ
り
し

か
、
未
レ

考
。
若
し
く
は
誤
字
な
ら
ん
か
。

④
『
万
葉
集
略
解
』
…
…
食
は
必
ず
誤
れ
る
な
り
。
弓
弦
と
有
り
し
か
。

⑤
『
万
葉
集
私
注
』
…
…
「
食
」
は
「

」
の
誤
で
あ
ら
う
。
弦
の
意
で
あ

る
。
四
句
ま
で
は
序
で
あ
る
。
序
が
四
句
ま
で
も
及
ぶ
歌
は
、
時
々

あ
る
が
、
こ
れ
は
記
述
が
煩
瑣
で
、
余
り
よ
く
な
い
。

⑥
『
万
葉
集
全
講
』
…
…
こ
の
句
ま
で
序
。

⑦
『
古
典
大
系
本
』
…
…
食
は
誤
字
で
あ
ろ
う
が
、
不
明
。
弓
弦
ノ
ま
で
序
詞
。

⑧
『
万
葉
集
注
釈
』
…
…
「
弓
食
」
を
旧
訓
に
は
ユ
ヅ
ル
と
す
る
が
、「
食
」

を
ツ
ル
と
訓
む
意
が
わ
か
ら
な
い
。
考
は
「
食
」
は
「
弦
」
の
誤
り

だ
と
言
う
。
古
義
は
「
弓
食
」
を
ユ
ヅ
ラ
と
訓
み
、「
食
」
の
字
は

「
人
」「
良
」
の
二
字
を
誤
写
し
た
も
の
で
「
人
」
は
ツ
の
仮
字
だ
ろ

う
、
た
だ
し
万
葉
集
の
頃
に
「
人
」
を
ツ
と
訓
ん
だ
か
ど
う
か
覚
束

無
い
、
と
す
る
。
私
注
は
「
食
」
を
「

」
の
誤
り
と
す
る
。
し
か

し
、
私
注
の
言
う
「

」
に
は
弦
の
意
が
な
い
。「
弓
食
」
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
句
ま
で
「
絶
え
む
」

の
譬
喩
的
序
。

⑨
『
古
典
文
学
全
集
本
』
…
…
以
上
四
句
、「
絶
え
む
と
思
へ
や
」
を
起
こ
す

比
喩
の
序
。「
食
」
を
ツ
ル
と
読
む
理
由
不
明
。
あ
る
い
は
誤
字
か
。

⑩
『
新
潮
古
典
集
成
本
』
…
…
上
四
句
は
結
句
に
対
す
る
譬
喩
の
序
。

⑪
『
万
葉
集
全
訳
注
』
…
…
弓
の
弦
。
絶
え
な
い
こ
と
を
も
っ
て
下
句
に
連

続
。
原
文
「
食
」
を
古
来
ツ
ル
と
よ
む
。

⑫
『
万
葉
集
全
注
本
』
…
…
江
戸
時
代
以
後
の
諸
注
の
訓
も
ほ
ぼ
等
し
い
。

正
し
い
訓
と
思
わ
れ
る
が
、
第
四
句
の
「
弓
食
」
を
ユ
ヅ
ル
と
訓
む

理
由
が
明
ら
か
で
な
い
（
代
匠
記
に
「
此
カ
キ
ヤ
ウ
イ
マ
ダ
詳
ナ
ラ

ス
」
と
い
う
）。
古
典
大
系
に
「
食
は
誤
字
で
あ
ろ
う
が
不
明
」
と
も

言
う
が
、
そ
れ
も
確
か
で
な
い
。
四
句
ま
で
「
タ
エ
ム
」
の
序
で
原

野
に
鷹
狩
を
す
る
逞
し
い
男
性
を
思
わ
せ
る
。
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⑬
『
新
編
古
典
文
学
全
集
本
』
…
…
以
上
四
句
、
絶
え
な
い
も
の
の
比
喩
の

序
と
し
て
第
五
句
に
か
か
る
。

⑭
『
万
葉
集
釈
注
』
…
…
上
四
句
は
序
。
結
句
に
対
す
る
譬
喩
。
原
文
「
弓

食
」
を
ユ
ヅ
ル
と
訓
む
理
由
は
不
明
。「
食
」
に
誤
字
を
見
る
べ
き
か
。

⑮
『
新
古
典
大
系
本
』
…
…
原
文
「
弓
食
」
の
「
食
」
を
ツ
ル
と
訓
む
理
由

は
不
明
。「
弦
」
の
字
を
「
弓
」
と
「
玄
」
と
二
字
で
表
記
し
た
所
か

ら
、「
玄
」
を
「
食
」
に
誤
っ
た
か
。

こ
れ
等
の
注
釈
書
の
意
見
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
三
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

（１）

初
句
か
ら
こ
の
句
ま
で
は
序
詞
で
、
結
句
の
「
絶
え
」
を
導
く
。

（２）
「
弓
食
（
ユ
ヅ
ル
）」
の
「
食
」
を
、
何
故
ツ
ル
と
訓
む
の
か
分
か
ら
な
い
。

（３）
「
食
」
は
誤
字
か
も
知
れ
な
い
。

右
の
う
ち
の
、
（１）
に
関
し
て
は
諸
説
の
と
お
り
な
の
で
問
題
は
な
い
。
（３）
に
つ

い
て
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
諸
本
に
「
食
」
の
用
字
に
関
し
て
の
異
同
は
な
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
用
字
に
関
し
て
何
ら
か
の
説
明
が
つ
け
ば
、
こ
の

点
は
解
消
す
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
（２）
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。「
弓
食
」
は
諸
本
お
よ
び
諸
注

釈
書
に
ユ
ヅ
ル
と
訓
ま
れ
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に
も
「
文
脈
か
ら

ユ
ヅ
ル
の
意
と
思
わ
れ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
等
の
裏
付
け
の
意

味
で
進
め
て
行
き
た
い
。
さ
て
、
名
義
抄
を
用
い
て
「
食
」
の
訓
み
の
一
つ
と

ア
ク
セ
ン
ト
を
調
べ
て
み
る
と
、

食
　
（
略
）
モ
チ
ヰ
ル
〔
平
上
×
×
〕（
略
）

（
僧
上
・
五
三
ウ
）

と
記
し
て
い
る
。
モ
チ
ヰ
ル
は
「
用
ゐ
る
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、「
用
」

の
ア
ク
セ
ン
ト
を
確
認
す
る
と
、

用
　
（
略
）
モ
チ
ヰ
ル
〔
平
上
×
×
〕（
略
）

（
仏
中
・
六
九
ウ
）

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
第
一
音
節
は
平
声
、
第
二
音
節
は
上
声

で
一
致
し
て
い
る
。
第
三
音
節
以
降
に
は
、
と
も
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
施
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
同
一
語
源
の
語
の
第
一
ア
ク
セ
ン
ト
は
等
し
い
と
い
う
、
金

田
一
春
彦
氏
の
法
則
（
10
）に

照
ら
し
て
も
、
両
者
は
同
じ
意
味
で
あ
る
と
見
て
よ
い

だ
ろ
う
。
す
る
と
、「
弓
食
」
は
「
弓
用
」
の
こ
と
と
な
る
。

で
は
、「
弓
用
」
は
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。「
用（
モ
チ
ヰ
ル
）」

は
、
一
般
的
に
「
何
か
を
役
に
立
つ
よ
う
に
使
う
」
こ
と
を
言
う
。
そ
れ
を
弓

に
関
連
さ
せ
て
言
え
ば
、
弓
を
使
用
可
能
の
状
態
に
す
る
た
め
に
使
う
も
の
の

こ
と
を
指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
弓
弦
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、「
弓
食
」
は
「
弓
用
」
の
こ
と
で
、
義
訓
と
し
て
ユ
ヅ
ル
と
訓
ん
だ
と

考
え
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
万
葉
集
中
に
ツ
ル
・
ツ
ラ
の
語
を
五
例
（
11
）

見
る
が
、
そ
の
表
記
を

確
認
す
る
と
次
の
ご
と
く
に
な
る
。

・
都
良（
ツ
ラ
）

（
②
九
九
・
⑭
三
四
三
七
）

・
弓
絃
葉（
ユ
ヅ
ル
ハ
）

（
②
一
一
一
）

・
絃（
ツ
ラ
）

（
⑦
一
三
二
九
）

・
弓
食（
ユ
ヅ
ル
）

（
⑪
二
六
三
八
）
当
該
歌

・
由
豆
流
波（
ユ
ヅ
ル
ハ
）

（
⑭
三
五
七
二
）

こ
の
よ
う
に
並
べ
て
み
る
と
、
難
無
く
ツ
ル
・
ツ
ラ
と
訓
む
こ
と
の
で
き
る
表

記
の
中
で
、
当
該
歌
（「
弓
食（
ユ
ヅ
ル
）」）
だ
け
が
、
な
ぜ
「
食
」
の
用
字
な
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の
か
と
の
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
敢
え
て
用
い
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理

由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
残
念
な
が
ら
定
か
で
は
な
い
。

つ
い
で
な
が
ら
、「
君
之
弓
食（
キ
ミ
ガ
ユ
ヅ
ル
ノ
）」
の
「
君
」
に
つ
い
て
触

れ
て
お
く
。
こ
れ
は
、
特
定
個
人
を
意
識
し
敬
意
を
込
め
て
指
す
語
で
あ
り
、

古
く
は
女
性
側
か
ら
男
性
を
指
し
て
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

万
葉
集
中
「
我
妹
子
に

我
が
恋
ふ
ら
く
は

止
む
時
も
な
し
」（
⑬
三
二
六
〇
）

と
い
う
長
歌
の
一
節
を
承
け
て
詠
ま
れ
た
反
歌
に
、

思
ひ
遣
る

す
べ
の
た
づ
き
も

今
は
な
し

君
に
逢
は
ず
て

年
の
経
ぬ
れ

ば

と
あ
る
「
君
」
に
つ
い
て
の
、
巻
十
三
の
編
者
の
意
見
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
編
者
は
、
長
歌
と
反
歌
の
作
者
を
同
一
人
物
と
理
解
し
た
上
で
、
長
歌
の

作
者
を
「
我
妹
子
に
我
が
恋
ふ
ら
く
は
」
の
表
現
か
ら
男
性
と
見
る
。
し
か
る

に
、
反
歌
の
方
に
「
君
に
逢
は
ず
て
」
と
「
君
」
を
用
い
る
の
は
矛
盾
す
る
と

し
て
、
左
注
に
自
ら
の
意
見
を
、

今
案
ふ
る
に
、
こ
の
反
歌
は
「
君
に
逢
は
ず
」
と
謂
へ
れ
ば
理
に
合
は
ず
。

宜
し
く
「
妹
に
逢
は
ず
」
と
言
ふ
べ
し
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
巻
十
三
の
編
纂
当
時
に
は
既
に
、「
君
」
と

い
う
語
は
、
女
性
側
か
ら
男
性
を
指
す
時
に
用
い
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

五
、「
将
絶
跡
念
甕
屋
」
に
つ
い
て

結
句
「
将
絶
跡
念
甕
屋（
タ
エ
ム
ト
オ
モ
ヘ
ヤ
）」
に
関
し
て
、
諸
注
釈
書
の

説
く
と
こ
ろ
を
各
々
要
約
し
て
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
『
万
葉
拾
穂
抄
』
…
…
と
て
も
逢
ふ
ま
じ
け
れ
ば
、「
絶
え
ん
と
思
へ
」
と

也
。

②
『
万
葉
代
匠
記
』
…
…
（
初
稿
本
）
鷹
狩
に
も
、
若
は
弓
に
て
も
射
る
へ

け
れ
は
、
君
か
ゆ
つ
る
の
た
え
む
と
お
も
は
ん
や
。
た
え
む
と
は
お

も
は
す
と
い
ふ
心
な
り
。
弦
は
た
ゆ
る
事
も
あ
る
物
な
れ
は
、
た
え

ん
と
お
も
へ
や
と
い
は
む
と
て
、
君
か
ゆ
つ
る
と
い
ひ
、
ゆ
つ
る
を

い
は
む
と
て
、
上
の
句
を
は
い
へ
り
。

③
『
万
葉
童
蒙
抄
』
…
…
堪
へ
ん
と
思
へ
や
は
、
お
も
は
め
や
也
。
此
歌
の

意
は
上
に
段
々
と
序
を
述
べ
て
、
只
た
へ
ん
と
思
へ
や
と
云
は
ん
迄

の
事
也
。
君
と
我
中
、
中
々
絶
え
ん
と
は
思
は
ぬ
と
云
義
、
思
は
め

や
絶
え
は
せ
じ
と
云
意
也
。

④
『
万
葉
集
略
解
』
…
…
タ
エ
ム
ト
思
ヘ
ヤ
は
、
タ
エ
ム
ヤ
な
り
。
上
は
ユ

ヅ
ル
と
言
は
ん
序
に
し
て
、
弓
ヅ
ル
は
絶
え
ぬ
と
言
は
ん
料
の
み
。

⑤
『
万
葉
集
私
注
』
…
…
君
の
弓
弦
の
切
れ
な
い
如
く
、
吾
等
の
間
は
切
れ

な
い
と
い
ふ
意
で
あ
る
。

⑥
『
万
葉
集
全
講
』
…
…
思
ヘ
、
已
然
形
。
ヤ
で
反
語
に
な
る
。
切
れ
よ
う

と
は
思
わ
な
い
と
い
う
だ
け
の
歌
。

⑦
『
古
典
大
系
本
』
…
…
「
思
へ
や
」
は
、
思
お
う
か
思
い
は
し
な
い
の
意
。
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⑧
『
万
葉
集
注
釈
』
…
…
「
思
へ
や
」
の
「
や
」
は
反
語
。

⑨
『
古
典
文
学
全
集
本
』
…
…
思
ヘ
ヤ
は
反
語
。
絶
ユ
は
交
わ
り
を
絶
つ
こ

と
。

⑩
『
新
潮
古
典
集
成
本
』
…
…
「
思
へ
や
」
の
「
や
」
は
反
語
。

⑪
『
万
葉
集
全
訳
注
』
…
…
強
い
否
定
を
含
む
。

⑫
『
万
葉
集
全
注
本
』
…
…
タ
ユ
は
弓
弦
の
き
れ
る
こ
と
と
二
人
の
仲
の
絶

え
る
意
味
と
の
掛
詞
。
豪
族
の
子
弟
に
心
を
寄
せ
る
女
性
の
歌
だ
ろ

う
。

⑬
『
新
編
古
典
文
学
全
集
本
』
…
…
絶
ユ
は
交
際
を
絶
つ
こ
と
。
思
ヘ
ヤ
は

反
語
。

⑭
『
万
葉
集
釈
注
』
…
…
仲
が
絶
え
る
な
ど
と
ど
う
し
て
思
え
よ
う
か
。「
や
」

は
反
語
。
原
文
「
甕
」
は
「
瓦（
へ
）」
の
意
で
借
訓
仮
名
。

⑮
『
新
古
典
大
系
本
』
…
…
結
句
原
文
の
「
甕（
へ
）」
は
瓶
の
こ
と
。「
思
へ
」

の
「
へ
」
の
表
記
に
当
て
た
。

諸
注
釈
書
の
意
見
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
ご
と
く
に
な
ろ
う
。

（１）
「
絶
え
む
と
思
へ
や
」
が
こ
の
歌
の
主
旨
。

（２）
「
思
へ
や
」
の
「
や
」
は
反
語
。

（３）

君
の
弓
弦
が
切
れ
な
い
よ
う
に
私
た
ち
の
仲
も
切
れ
な
い
の
意
。

こ
れ
等
の
三
点
に
つ
い
て
は
、
諸
説
の
と
お
り
な
の
で
問
題
は
な
い
。
こ
こ
で

は
「
念
甕
屋（
思
へ
や
）」
の
「
甕（
へ
）」
の
用
字
に
関
し
て
、
お
よ
び
、
第
四

句
か
ら
結
句
へ
と
続
く
部
分
の
、「
弓
弦
の
絶
え
む
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
。

先
ず
「
甕（
へ
）」
の
用
字
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
節
で
既
に
述
べ

た
こ
と
と
重
複
す
る
が
、「
思
へ
や
」
の
「
へ（
甕
）」、
す
な
わ
ち
ハ
行
四
段
動

詞
已
然
形
の
活
用
語
尾
に
用
い
ら
れ
る
仮
名
は
、
全
て
乙
類
仮
名
と
な
っ
て
、

万
葉
集
で
は
「
戸
」「
閇
」「
倍
」「
甕
」「
経
」
の
五
つ
の
仮
名
が
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
「
戸
・
閇
・
倍
・
経
」
は
頻
出
す
る
の
に
、「
甕
」
は
当
該
歌
に

一
度
使
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
頻
出
す
る
仮
名
を
使
用
せ
ず
に
「
甕
」
を

用
い
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
当
該
歌
に
詠
ま
れ
た
地
域
が
、「
甕（
ヘ
・
カ
メ
）」

を
造
る
、
そ
れ
も
須
恵
器
を
大
々
的
に
製
造
す
る
場
所
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

を
暗
に
言
い
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
こ
の
土
地
が
陶
邑
で
あ

る
こ
と
に
関
連
さ
せ
て
、
敢
え
て
「
甕
」
を
用
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
、「
弓
弦
の
絶
え
む
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
と

思
へ
や
」
が
続
き
、
反
語
を
含
ん
だ
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
結
果
的
に
、

弓
弦
は
切
れ
な
い
（
二
人
の
仲
は
絶
え
な
い
）
と
い
う
意
味
に
は
な
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
②
の
『
万
葉
代
匠
記
』
が
、

鷹
狩
に
も
、
若
は
弓
に
て
も
射
る
へ
け
れ
は
、
君
か
ゆ
つ
る
の
た
え
む
と

お
も
は
ん
や
（
初
稿
本
）

と
言
い
、
鷹
狩
に
お
い
て
も
弓
矢
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
る
、
と
説
い
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
の
諸
注
釈
書
（
12
）は

、
こ
の
点
を
明
確
に
し
て
い
な

い
。
は
た
し
て
『
万
葉
代
匠
記
』
の
判
断
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

一
般
的
に
、
弓
を
射
る
時
に
弓
弦
が
切
れ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

古
事
記
や
日
本
書
紀
の
中
に
は
ウ
サ
ユ
ヅ
ル
と
い
う
語
が
あ
っ
て
、

す
な
は
ち
弓
弦
を
絶
ち
て
、
欺
陽
り
て
帰
服
ひ
ぬ
。
こ
こ
に
、
そ
の
将
軍
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す
で
に
詐
を
信
け
て
、
弓
を
弭
し
兵
を
蔵
め
き
。
し
か
し
て
、
頂
髪
の
中

よ
り
設
弦（
ウ
サ
ユ
ヅ
ル
）を
採
り
出
で
て
、
さ
ら
に
張
り
て
追
ひ
撃
ち
き
。

（
古
事
記
『
新
潮
古
典
集
成
本
』
―
一
八
〇
頁
―
）

貴
人
の

立
つ
る
言
立

于
磋
由
豆
流（
ウ
サ
ユ
ヅ
ル
）
絶
間
継
が
む
に

並

べ
て
も
が
も

（
四
六
番
歌
）

（
日
本
書
紀
『
新
編
古
典
文
学
全
集
本
』
―
２
・
四
三
頁
―
）

こ
の
二
つ
の
例
か
ら
も
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
射
の
最
中
に
弦

が
切
れ
た
場
合
に
は
新
し
い
弦
と
交
換
す
る
、
そ
の
予
備
の
た
め
の
弦
を
ウ
サ

ユ
ヅ
ル
と
言
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
一
例
中
に
は
「
す
で
に
詐
を
信（
ウ
）け
て
弓
を
弭（
ハ
ヅ
）し
兵
を

蔵
め
き
」
と
あ
る
。
傍
線
部
は
弓
か
ら
弦
を
外
す
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
こ

の
行
為
の
背
景
に
は
、
当
時
の
和
弓
独
特
の
反
り
か
ら
生
ず
る
反
発
力
を
衰
え

さ
せ
な
い
た
め
に
、
使
用
し
な
い
時
に
は
必
ず
弦
を
外
し
て
お
く
と
い
う
習
慣

が
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
弓
弦
は
い
つ
切
れ
る
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
仮
に
、

鷹
狩
に
お
い
て
弓
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
弓
弦
が
切
れ
る
こ
と

も
当
然
予
想
さ
れ
る
。
す
る
と
、
当
該
歌
の
作
者
は
自
分
の
恋
の
行
方
を
託
す

の
に
、
一
か
八
か
の
ご
と
き
気
持
で
「
弓
弦
の
絶
え
む
と
思
へ
や
」
と
言
っ
た

こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
危
険
な
賭
け
な
ど
を
試
み
る
は
ず
は
な
い
。

作
者
は
、
鷹
狩
が
『
万
葉
代
匠
記
』
の
説
い
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
弓
矢

を
用
い
な
い
狩
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、「
弓
弦
の
絶
え
む
と
思

へ
や
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

弓
弦
を
張
っ
て
い
た
か
、
反
発
力
を
失
わ
な
い
よ
う
に
外
し
て
い
た
か
、
い

ず
れ
の
状
態
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
確
か
に
弓
は
携
え
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
当
該
歌
の
場
合
は
「
鷹
田
」
の
用
字
か
ら
し
て
も
、
弓
矢
を

用
い
な
い
鷹
狩
な
の
で
あ
る
。
弓
を
使
わ
な
い
の
だ
か
ら
弓
弦
の
切
れ
よ
う
も

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
弓
弦
は
切
れ
な
い
、
同
様
に
二
人
の
仲
も
絶
え
な
い
、

と
安
心
し
て
詠
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
今
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
巻
十

一
・
二
六
三
八
番
歌
に
口
語
訳
を
施
し
て
お
こ
う
。

梓
弓

末
之
腹
野
尓

鷹
田
為

君
之
弓
食
之

将
絶
跡
念
甕
屋

梓
弓

末
の
腹
野
に

鳥
狩
す
る

君
が
弓
弦
の

絶
え
む
と
思
へ
や

初
句
「
梓
弓
」
は
枕
詞
で
、
弓
に
は
「
弓
上（
ユ
ズ
ヱ
）」（
③
三
六
四
・
⑦
一

〇
七
〇
）
な
ど
、
ス
ヱ
の
名
称
が
あ
る
縁
か
ら
第
二
句
「
末
」
を
導
く
。
他
に

も
「
梓
弓
」
と
縁
語
的
な
語
と
し
て
、
第
二
句
「
腹
野（
ハ
ラ
ノ
）」
第
四
句

「
弓
食（
ユ
ヅ
ル
）」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
句
「
末
」
は
「
陶（
須
恵
）」

を
連
想
さ
せ
、
そ
の
「
陶
」
と
縁
の
あ
る
「
甕（
へ
・
カ
メ
）」
を
結
句
に
用
い

て
、
こ
こ
が
陶
邑
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

初
句
か
ら
第
四
句
ま
で
は
序
詞
で
、
結
句
の
「
絶（
タ
エ
）」
を
導
く
が
、
こ

の
よ
う
な
序
詞
に
つ
い
て
『
万
葉
集
私
注
』
は
、「
序
が
四
句
ま
で
も
及
ぶ
歌
は
、

時
々
あ
る
が
、
こ
れ
は
記
述
が
煩
瑣
で
、
余
り
よ
く
な
い
」
と
、
歌
人
の
立
場
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で
の
批
評
を
加
え
て
い
る
。

第
二
句
「
腹
野
」
は
、
泉
北
丘
陵
か
ら
幾
つ
か
の
低
い
尾
根
を
経
て
和
泉
の

丘
陵
に
至
る
、
各
谷
間
の
な
だ
ら
か
に
湾
曲
し
た
野
原
を
言
う
。
あ
る
い
は
、

和
泉
の
丘
陵
か
ら
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
大
阪
湾
に
至
る
野
原
を
言
う
。
第
三
句

「
鷹
田（
ト
ガ
リ
）」
は
水
辺
の
鳥
を
狙
っ
た
鷹
狩
の
こ
と
。
第
四
句
「
君
」
は
、

女
性
で
あ
る
作
者
が
想
い
を
寄
せ
て
い
る
若
者
で
、
豪
族
の
子
弟
だ
ろ
う
か
。

「
弓
食
」
は
「
弓
用
」
と
同
じ
で
、
弓
に
用
い
る
物
、
す
な
わ
ち
弓
弦
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
敢
え
て
「
食
」
を
用
い
た
意
図
は
分
か
ら
な
い
。
結
句
「
将

絶（
タ
エ
ム
）」
に
は
、
弓
弦
が
切
れ
る
こ
と
と
、
作
者
と
若
者
の
仲
の
絶
え
る

こ
と
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。「
念
甕
屋（
オ
モ
ヘ
ヤ
）」
は
反
語
表
現
。

以
上
の
こ
と
を
基
に
し
て
、
一
首
の
口
語
訳
を
少
し
直
訳
的
に
施
す
と
、

梓
弓

末
の
腹
野
に

鳥
狩
す
る

君
が
弓
弦
の

絶
え
む
と
思
へ
や

梓
弓
と
縁
の
あ
る
末
、
そ
の
末
か
ら
連
想
さ
れ
る
瓶
造
り
で
有
名
な
和

泉
陶
邑
の
緩
や
か
に
傾
斜
し
た
野
原
で
、
川
辺
の
鳥
を
狙
っ
て
鷹
狩
を

し
て
い
る
愛
し
い
あ
な
た
の
携
え
た
弓
の
弦
は
、
今
回
は
使
用
し
な
い

故
に
、
決
し
て
切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
同
様
に
、
あ
な

た
と
私
の
仲
が
絶
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
か
、
い
や
、

絶
え
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
よ
。

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
今
日
ま
で
漠
然
と
説
明
さ
れ
続
け
て
き

た
当
該
歌
に
対
し
、
新
し
い
解
釈
を
試
み
つ
つ
、
新
し
い
口
語
訳
を
施
す
こ
と

が
で
き
た
。

注

（
１
）
巻
一
六
・
三
八
八
六
番
歌
の
原
形
は
、
明
日
香
に
都
が
あ
っ
た
時
に
成
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
る
。
当
該
長
歌
に
は
、「
陶
人
の
作
れ
る
瓶
を
」
都
か
ら
「
今
日

行
き
て
明
日
取
り
持
ち
来
」
る
の
だ
、
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
日
数
か
ら
す
る
と
、

和
泉
地
方
の
陶
邑
で
調
達
す
る
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
こ
の
二
例
以
外
に
も
、
次
の
九
例
が
万
葉
集
中
に
は
あ
る
。

「
思
へ
ら
ば
（
⑭
三
五
〇
三
）」「
思
へ
ら
な
く
に
（
⑰
三
九
四
二
）」

「
思
へ
り
し
（
⑲
四
二
二
〇
）」「
思
へ
り
け
ら
し
（
⑪
二
五
五
八
）」

「
思
へ
る
（
⑭
三
五
三
一
・
⑮
三
六
二
七
）」「
思
へ
る
も
の
を
（
⑳
四
四
五
六
）」

「
思
へ
れ
ど
（
⑮
三
六
六
八
・
⑰
三
九
二
〇
）」

（
３
）
例
え
ば
、『
万
葉
集
全
注（
巻
一
四
）』（
水
島
義
治
・
有
斐
閣
）
一
二
頁
な
ど
に
説
か

れ
て
い
る
。

（
４
）『
中
学
校
社
会
科
地
図（
初
訂
版
）』（
帝
国
書
院
・
平
成
一
三
年
一
一
月
）
八
八
頁
を

利
用
し
た
。
こ
の
図
は
大
ま
か
な
地
形
を
示
し
た
も
の
で
、
泉
北
丘
陵
の
辺
り
も
、

和
泉
の
丘
陵
の
辺
り
も
、
実
際
の
地
形
と
は
異
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
５
）『
図
録

年
代
の
も
の
さ
し

―
陶
邑
の
陶
器
―
』（
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
・
平

成
一
八
年
一
月
）
三
〇
頁
・
三
四
頁
・
三
七
頁
・
四
一
頁
な
ど
を
参
照
。

『
図
録

万
葉
の
風
土
と
歌
人

―
ミ
ヤ
コ
と
ヒ
ナ
―
』（
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
・
平
成

八
年
七
月
）
四
三
頁
を
参
照
。

（
６
）
ち
な
み
に
、
和
名
抄
（
元
和
古
活
字
那
波
道
圓
本
『
臨
川
書
店
本
』）
に
郷
名
と
し

て
ス
ヱ
を
確
認
で
き
る
の
は
、
備
前
国
邑
久
郡
の
「
須
恵
」（
⑧
一
四
ウ
）
だ
け
で

あ
る
。

（
７
）「
弓
腹
」
に
つ
い
て
、『
古
事
記（
新
潮
古
典
集
成
本
）』（
西
宮
一
民
・
新
潮
社
）
は
、

「
東
大
寺
献
物
帳
」（
正
倉
院
御
物
）
に
よ
っ
て
、
弓
の
内
側
を
「
腹
」、
外
側
を

「
背
」
と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
振
り
立
て
」
は
敵
に
向
っ
て
弓
を
振
り
上
げ

て
、
構
え
の
姿
勢
に
な
る
こ
と
を
い
う
。

（
四
五
頁
）

と
説
き
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
も
次
の
よ
う
に
言
う
。
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弓
末
、
ま
た
は
弓
末
の
一
部
で
、
弦
を
引
き
掛
け
る
部
分
と
い
う
。（
略
）
弦
を

か
け
た
弓
身
の
内
側
を
ハ
ラ
と
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
８
）『
角
川
古
語
大
辞
典
』
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
項
目
「
鷹
狩
」
傍
線

筆
者
）。

鷹
狩
に
使
う
鷹
は
熊
鷹
な
ど
の
大
形
の
も
の
か
ら
、
鷂
・
兄
鷂
・
雀
鷂
・
悦

哉
・

・
隼
な
ど
、
中
形
か
ら
小
形
の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
雛
・
幼
鳥
を
捕

獲
・
調
練
し
、
①
鈴
と
足
緒
を
付
け
、
柱
の
上
に
横
木
を
渡
し
た
架
で
飼
わ
れ
、

夏
に
羽
の
抜
け
替
る
と
き
は
鳥
屋
に
入
れ
る
。
こ
れ
を
鳥
屋
入
、
鳥
屋
籠
な
ど
と

い
う
。
狩
り
の
と
き
に
は
華
美
な
装
束
を
つ
け
、
餌
袋
を
携
え
た
②
鷹
匠
が
鷹
を

腕
に
と
ま
ら
せ
て
馬
に
乗
り
、
③
鷹
を
呼
び
戻
す
笛
を
吹
く
者
を
左
右
に
従
え
、

④
勢
子
を
伴
い
犬
を
連
れ
て
出
猟
す
る
。
ま
ず
⑤
犬
に
草
む
ら
の
中
の
鳥
を
追
わ

せ
、
飛
び
立
っ
た
と
こ
ろ
で
鷹
を
放
ち
（
こ
れ
を
「
あ
は
す
」
と
い
う
）、
捕
え

て
帰
っ
た
と
き
に
口
餌
を
与
え
る
。
捕
え
る
も
の
は
雉
・
山
鳥
や
雁
・
鴨
・
鶴
な

ど
田
の
鳥
、
山
の
鳥
お
よ
び
兎
な
ど
の
小
動
物
で
あ
る
。

（
９
）
平
安
後
期
の
歌
人
源
俊
頼
の
子
俊
恵
の
家
集
で
あ
る
林
葉
和
歌
集
に
は
、

い
づ
か
た
に

ま
だ
と
が
り
す
る

お
と
す
な
り

を
ぶ
さ
の
す
ず
の

こ
ゑ

も
は

る
か
に

（
六
四
六
番
歌
・
『
新
編
国
歌
大
観
本
』）

と
あ
り
、
平
安
時
代
で
も
鷹
狩
の
こ
と
を
ト
ガ
リ
と
表
現
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
10
）
金
田
一
春
彦
氏
は
、
名
義
抄
・
日
本
書
紀
の
古
写
本
そ
の
他
古
代
文
献
の
声
点
調
査

か
ら
、
複
合
語
・
派
生
語
に
関
し
二
つ
の
基
本
的
な
法
則
を
見
出
し
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。（「
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
研
究
が
何
に
役
立
つ
か
」
―
『
金
田
一

博
士
古
稀
記
念
言
語
・
民
俗
論
叢
』〈
三
省
堂
昭
和
二
八
年
五
月
〉―
）

そ
の
一
つ
は
《
あ
る
語
の
第
一
音
節
に
上
声
の
点
が
つ
い
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の

語
の
派
生
語
お
よ
び
、
そ
の
語
を
先
部
と
す
る
複
合
語
は
、
す
べ
て
同
様
に
第
一

音
節
に
上
声
の
点
が
つ
い
て
い
る
》
と
い
う
法
則
で
あ
る
。（
略
）
も
う
一
つ
の

法
則
は
、
《
あ
る
語
の
第
一
音
節
に
平
声
（
又
は
去
声
）
の
点
が
つ
い
て
い
る
な

ら
ば
、
そ
の
語
の
派
生
語
、
お
よ
び
そ
の
語
を
先
部
と
す
る
複
合
語
は
、
す
べ
て

同
様
に
第
一
音
節
に
平
声
（
又
は
去
声
）
の
点
が
つ
い
て
い
る
》
と
い
う
法
則
で

あ
る
。

（
三
四
五
頁
）

（
11
）
万
葉
集
中
に
は
「
爪
弦
夜
音
之（
ツ
マ
ビ
ク
ヨ
ト
ノ
）」（
⑲
四
二
一
四
）
と
い
う
例

が
あ
っ
て
、「
弦
」
を
見
る
が
、「
爪
弦
」
を
ツ
マ
ビ
ク
と
訓
ん
で
い
る
の
で
、
こ
こ

で
は
除
い
た
。

（
12
）『
万
葉
拾
穂
抄
』
は
「
と
か
り
ハ
射
立
狩
也
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
該
二

六
三
八
番
歌
の
ト
ガ
リ
を
、
鷹
狩
の
意
で
の
ト
ガ
リ
で
は
な
く
、
弓
矢
で
鳥
を
狩
る

意
で
の
ト
ガ
リ
で
あ
る
、
と
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。

―
―
平
成
十
八
年
九
月
二
十
一
日
―
―


